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広報づくりで交流の輪 
～平成１２年８月３０日 於北上市北研修センター～ 

 
今回、私たちはこの講習会に講師という立場で参加し 
ました。なにぶん会長以外は不慣れなものですから参加 
者の皆様にはご迷惑をおかけしたところが多々あったの 
ではないかと思います。私たちにとってもいろいろな面 
で大変勉強になったよい機会となりました。この様な場 
を与えて下さいました北上地区新聞教育研究協議会なら 
びに参加下さった方々に感謝申し上げます。 
 実際「ＰＴＡ新聞づくり」について話を進めて行く中 
で、具体的な作業も含め特に私たちが伝えたかったこと 
は次の点です。 
 
☆具体的作業の前に 
：なるべく多くのＰＴＡ新聞を読む  
：自分たちのテーマを持つ 
：保護者の立場で新聞をつくる  
 
☆具体的作業として 
：テーマに沿った新聞づくり 
：レイアウト・見出しの重要性 
 
☆新聞づくりに役立つ新聞スクラップ  

 

 Ｎ  Ｉ  Ｅ  情  報 
       
   第 43回全国新聞教育研究大会         第 25回岩手県新聞教育研究大会東磐井大会 
     全国学校新聞指導者講習           ・研究主題 「新聞で生きる力をどう育てるか 

◇神奈川・横須賀大会◇                  －新聞が機能して学ぶ力を 
・研究主題 「自ら学ぶ・生きる力を                育てる授業の実践―」 

       培う新聞教育」     ・2000年 11月 22日（水）午後 12時 40分～ 
・2000年 11月 10日（金）・11日（土）     ・会場 東山町立長坂小学校 
・ 会場 横須賀市芸術劇場ﾍﾞｲｻｲﾄﾞﾎﾟｹｯﾄ 

         横須賀市立長浦小学校 

新聞は楽しい    

沢内村立猿橋小学校ＰＴＡ 高橋 浩子 
 数年前、初めて会報委員になり､何気なく読んでいた今ま

でを反省しました。慣れないうちは、あまりの細かい作業

に、先輩達が何をしているのか理解できず、夜の時間だけ

が着々と過ぎていくのでした。 
 講習会で教えていただいた一部でも、自分のものとし生

かしてみよう、見て、読んでもらえる（気にしてもらえる）

新聞にしたい、という思いでいっぱいです。 
また機会があれば参加してみたいです。 



ＮＩＥ全国大会に参加して 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中央の男性が韓国の季先生です 

 
 ―編集後記― 
 会報「ぴぴっと秋号」が漸くできあがりました。少 
し拡がった活動の輪をこれからもほんの少しずつ大き 
くして行けたら…。そんな想いで作った第２号です。 
どうぞお読み下さい。 
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しんぶんまめちしき    
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＜日刊紙の誕生－１＞ 

 

 明治３年 12月８日（西暦1871年１月 28日）

わが国初の日刊紙が横浜市にあらわれました。

西洋紙1枚刷で鉛活字を用いた「横浜毎日新聞」

こそ名実ともにわが国近代新聞の祖といってよ

いでしょう。（昭和15年 11月 30日廃刊） 

この新聞は、時の神奈川県知事井関盛良のすす

めで、島田豊寛・子安峻らが発刊したものです。

 以後、地方の中心地にぼつぼつ新聞があらわれ

てきますが、明治5年になって初めて東京に日刊

紙が出現します。 

 

（太陽コレクションかわら版新聞より）

 



 


